
 

保育園、幼稚園、小学校の交流活動は、新型コロナ感染症の流行により約４年間にわたって大きな影響を受

けてきました。こどもたちが直接交流する機会は減少し、多くの幼児教育関連施設と小学校の連携体制も失わ

れてしまいました。 

令和５年度は、保幼小連携交流活動を少しずつ再始動していく１年となったのではないでしょうか。各地域

でも、それぞれ熱心に取り組まれていると思います。幼児教育センターが協力させていただいた、いくつかの

活動をお知らせします。 

 

幼児教育センターが支援活動を行っている学校、以前行っていた学校と保育サービス課の協力を得て地域の

保育園、幼稚園との連携交流活動を行いました。 

・東調布第一小学校   地域保育者による授業参観及び教員との協議会（10月３日） 

・嶺町小学校      地域保育者による授業参観及び教員との協議会（９月 28日） 

             保育園、幼稚園５歳児クラスによる運動会の見学（11月 10日） 

 

 

【公開授業への地域保育者の参加】 

 

  

✱コミュニケーションを経験していく３、４、５歳の３年間を、緊急事態宣言下で過ごしたこどもたちが今年 1

年生になっています。そんな時期を過ごしたこどもたちに変わった様子はないか、どんな配慮をされたのかを

学校の先生に伺ってみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各小学校で行われる公開授業に地域の保育園、幼稚園の保育者をお招きしました。 

・おなづか小学校（６月 17日） ・南六郷小学校（９月９日） ・道塚小学校（９月 20日） 

 

 

 

年度末には各小学校を中心とした交流会なども企画されています。 

保幼小連携交流活動についての情報や支援依頼については、幼児教育センターにお問い合わせください。 

 

【小学校と地域との連携体制の構築】 

 

学校が配慮されたこと 保育園では コロナ禍の影響？ 
   

集団（クラス）で話の理解が

難しい子が多い。次の学習や

活動に時間がかかる。 

 活動や係、当番活動の中で役割の

大切さを丁寧に知らせる。自主的

に動いていけるように仕事のタイ

ミングを知らせる。 

 
発表の中で自分の考えと友達の考

えの違いを認め合えるように、話

し合いを大切にして、やり取りや

問いかけを多くして授業を進め

た。 

人とのコミュニケーション

が上手くできず少し幼い感

じがする。 

 

活動が制限されて

いた。（行事等） 

コロナ禍はやりたい事も制限

があり止められる事もあり「こ

れやって良い？」と聞いてく

る。受け身が多く自主的に動く

ことが少ない。 

 

時間が掛かることを見越して、 

繰り返し伝える。 

 

感染予防のため触れ 

合いに制限があり、身体を

動かす遊び、散歩に 

出かける機会が少なく 

なった。 

「友達と少し離れて遊ぼう」や 

自粛している友達もいて登園

している友達が少なく 

集団活動が思うように 

できなかった。 

 

 

 

保育園、幼稚園の先生方も感染予防のため、活動を制限されることが多く、できないもどかしさを感じてい

たと思います。１年生になり楽しそうに過ごしている様子を見て救われる気がします。そして、友達との関係

もしっかり築かれ２年生に向かっていく姿が見られます。 

 
☆保幼小連携・交流推進活動について・・・・保幼小交流活動が復活☆ 

 

 

 


